
ア）取得時に悪意/重過失の場合 
 
 
イ）取得時は善意無重過失で事後的に悪意/重過失に転じた場合 
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検討にあたっての不正取得等の行為のイメージ（第６回小委員会版） 
※管理侵害とは、詐欺等に相当する行為(詐欺・暴行・強迫)、又は、 
  保有者の管理を害する行為(窃盗・建造物侵入・不正アクセス等)。 

・技術的管理性 
・外部提供性 
・有用性 

※技術的管理とは以下を想定。 
ID・パスワード管理 
専用回線 
データ暗号化 
スクランブル化 等 

※悪意とは、Ｄが不正取得(①)又は 
  不正提供(⑤)を知っていること。 
※重過失とは、取引上の慣行に照らし、 
  悪意と同視しうるほどの著しい注意 
  義務違反があること。 
 
 
※Ｄの事後的悪意は、Ａからの警告書 
  の到達等の事情に鑑みて判断。 

※図利加害目的とは、契約違反等自らに権限がないことを知りながら、不正の利益を得る目的又はその保有者に損害を加える目的であり、 
  公序良俗に反する態様で金銭・名誉・満足等を得る目的、Ａに有形無形の不当な損害を加える目的をいう。  
【該当例】・Ａのための分析業務の範囲内での使用に限られていながら、明らかに契約違反だと認識して新製品開発に使用して利益を得る場合。 
       ・第三者提供禁止を認識しながら、金銭を得る目的で、データブローカーＤにデータを有料で提供する場合。 
【非該当例】・ＡＣ間で契約範囲に争いがあり、Ｃの使用行為は範囲内だと考えていた場合。 
         ・契約範囲を知らない社員が過失で第三者に提供した場合。 
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※他者が無制限・無条件で 
  提供しているデータと同一の 
  データは除く。 

ただしＢやＣから付与された権原の
範囲内での使用・提供は適用除外 

  Ｄの使用 ⑦’   Ｄの提供 ⑧’ 

  Ｄの使用 ⑦   Ｄの提供 ⑧ 

BD/CD間の 
契約範囲内 

BD/CD間の 
契約範囲外 

取得時に悪意/重過失 ⑦⑧ ⑦⑧ 
取得時 
善意 
無重過失 

事後的に 
悪意/重過失 

－ 
(適用除外) 

⑦’⑧’ 

－ － 
(契約違反) 

【適用関係の整理】 
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